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ぼくのお父さんとお母さんは、ごはんやさんをやっています。コロナウイルスがはじまったときは、と

てもこわいびょうきとみんな思っていたので、おきゃくさんやかぞくがうつらないために、お店をしめ

たり、しごとができるようになっても手あらいうがいや、しょうどくなど、とてもがんばっていました。

そんなとき、ぼくがコロナにかかってしまいました。ぼくは、あんなにがんばっているお父さんやお母

さんやお姉ちゃんたちを見ていたので、とてもわるいことをした気もちになってしまって、かぞくにお

こられると思っていたら、みんな、

「だいじょうぶ？」「えらくない？」「くるしくない？」

と、やさしく声をかけてくれて、ぼくのそばにいてくれました。

そのあとすぐに、弟と妹にもうつり、お姉ちゃんたちはうつらないように、お母さんがかんせんたいさ

くと言って、トイレやおふろのしょうどく、ごはんもべつべつに作っていました。お母さんに、

「お母さんは、なんでうつらないの？」ときいたら、

「お母さんはつよいから。」

と言っていたけれど、お母さんは、ぼくが元気になりはじめたときに、４０どのねつが出ました。それで

も、かぞくのおせわをしていたので、ぼくは、ほんとうにお母さんはつよいと思いました。

そして、お父さんとお母さんはごはんやさんなので、コロナにかかったら、なおってもおきゃくさんが

へってしまうかもしれないけれど、おきゃくさんみんなに、

『コロナウイルスにかかってしまいました。お店は、ぜんいんなおるまでおやすみします。』

と、ラインやインスタグラムでほうこくしました。ぼくはお母さんに、

「だいじょうぶ？」ときいたら、

「お母さんのおきゃくさんは、わかってくれるからだいじょうぶだよ。」

と言っていました。

その日から、まい日たくさんのおきゃくさんが、げんかんのそとにたべものなどをもってきてくれて、

お母さんは、

「うれしいね。だれかがこまっていたり、ふあんになっていたら、できることをやってあげたいね。」

と、ないていたので、ほんとうはお母さんもふあんだったんだな、と思いました。

今はもう、コロナはあんまりこわいびょうきではないけれど、コロナだけではなく、なにかふあんな人

や、こまっている人がいたら、むししたりわる口を言ったりするんじゃなくて、

「だいじょうぶ？」

と声をかけてあげて、なにかぼくができることを考えて、その人の心をたすけてあげられる人になりた

いな、と思いました。


